








　明海大学浦安キャンパス教育後援会は、今年で創立30周年を迎えます。本会が1988年に発
足してから、2000年までの時期は、活動の土台を固めた草創期であり、2001年から2007年ま
での時期は、時代の流れの中で、本会の活動内容をより充実させるための精査を行った、充実
期と位置づけることができるでしょう。そして2008年の創立20周年以降10年間の歳月の中
で、やむなく活動を縮小せねばならない事業もありましたが、本会の活動は大きく発展してま
いりました。
　本会の活動は、地区教育懇談会や就職懇談会の実施、会報「潮風」発刊等の、本会主体の事
業と、課外教育活動団体の支援、学園祭の支援等のように、学生の自主的諸活動支援と、長短
期学生海外留学研修派遣の支援、学生食堂の支援などの大学実施事業支援という３つの部分か
ら成り立っております。
　それらの活動の中で、本会主体事業の１つである地区教育懇談会開催は、活動の主軸になっ
ております。地区教育懇談会は、北は北海道、南は沖縄まで全11カ所で12回（関東地区は２回）
開催されております。
　地区教育懇談会に出席してくださった保護者の方々からは、実際にお世話になっている先生
方と直接お話をすることで、不安や心配が解消されるため、このような場をぜひこれからも続
けてほしい、という嬉しいお言葉を多々いただいております。また、出席されている皆さまの
前で、４年生の保護者の方が、決まった就職先の報告をし、お世話になった先生方へ、お礼を
述べる姿もしばしば見られます。とても微笑ましい一時です。
　このような本会の活動も、安井学長をはじめ各学部の諸先生方、職員の方々の温かいご理解
とご協力があってこその賜物です。
　現在明海大学でお世話になっている４年生の娘の姉も、明海大学の卒業生です。安井学長の
社会で役に立つ人間に育てる教育という、オープンキャンパスでのお話に感動し、親として子
どもを安心して預けられる大学だと、信じることができました。
　卒業した娘のときも今回も、本会に関わらせていただき、大学の先生方と学生たち、保護者
の方々の、心の距離がとても近いと感じました。私は本会に関わっていることを誇りに思うと
ともに、本会のみんなで、学生たちが少しでも自分の思い描いた夢の実現に向かい、充実した
学生生活を送れるように、また保護者の方々には、大学のさまざまな様子を情報発信し、少し
でも大学を近くに感じていただけるように活動してまいりたいと存じます。
　最後に、明海大学のますますの発展と本会が今後も受け継がれていくことをご祈念し、私の
ご挨拶に代えさせていただきます。

創立30周年を迎えて

●ご挨拶

浦安キャンパス教育後援会会長　戸澤五月
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　明海大学浦安キャンパス教育後援会創立30周年を迎えるにあたり、学校法人明海大学を代
表し心よりお祝いを申し上げます。教育後援会の皆様におかれましては、本学の教育・研究活
動、課外活動や体育会活動に対し多大なるご支援を賜り、深く感謝申し上げます。
　本学は1970年に城西歯科大学として歯学部からスタートし、1988年に外国学部、経済学部
を設置し浦安キャンパスを開学、その後不動産学部、ホスピタリティ・ツーリズム学部の設置、
PDI 浦安歯科診療所の開設等、今年まで48年の歴史を重ねてまいりました。そしていよいよ
2020年に日本でオリンピック、パラリンピックが開催される大変おめでたい年に本学は創立
50周年を迎えることとなります。これからの国際社会で通用する実力を身につけ、「広く国際
未来社会で活躍しうる有為な人材の育成」という建学の精神を具現化すべく、様々な改革を進
めております。
　浦安キャンパスでは、ホスピタリティ・ツーリズム学部のグローバルマネジメントメジャー

（GMM）で１年間海外のホスピタリティ・ツーリズム関連学部への留学を必修化する等、留
学プログラムを充実し、留学生の受入や海外提携校との相互交流に注力しております。また、
2017年4月に日本人教員とネイティブ教員が連携し、複言語・複文化教育を展開する明海複
言語・複文化教育コモンズ（MPPEC）を開設、本年４月には教職課程センターを教職課程セ
ンター・地域学校教育センター（METTS Commons）としてリニューアルするなど、修学環
境の整備にも努めております。MPPEC は、グループワークやプレゼンテーション等、アクティ
ブラーニングを積極的に実践できるよう、訪れる学生たちの目的に応じて利用できる施設と
なっており、METTS は、教職課程の学生のみならず一般学生にも門扉を開き、学びの場を幅
広く提供しているのが特徴です。こうした教育を通じて、学生の夢の実現をサポートしてまい
ります。
　また、社会で活躍するための基礎的な能力の育成も必要であり、各学部では資格取得にも力
を入れております。経済学部の経済学検定・日商簿記検定、不動産学部の宅地建物取引士、外
国学部やホスピタリティ・ツーリズム学部の語学運用能力など、知識や技能を学習成果として
明確にし、その修得をすべての学生に図るカリキュラムの充実、工夫に努めております。
　2018年は18歳人口が更なる減少期に入り、大学にとっては全体的に受験者・入学者が減少
するなど、非常に重大な局面を迎えておりますが、今後も本学が社会から「選ばれる大学」、
そして「選ばれ続ける大学」へ進展するために、様々な改革を推進してまいります。
　教育後援会の皆様におかれましては、大学とともに学生の豊かなキャンパスライフの実現、
大学の更なる発展、充実に向けてこれからも変わらぬご支援、ご協力を心からお願い申し上げ
ます。

明海大学浦安キャンパス
教育後援会創立
30周年によせて

学校法人明海大学 理事長　宮田　淳
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　私が明海大学の学長を拝命して最初の大仕事は2008年に行われました浦安キャンパス教育
後援会創立20周年のお祝いでした。今でも、鮮明に覚えています。
　今年、2018年に創立30周年を迎えられますこと心からお祝いを申し上げますとともに、大
学や大切な学生諸氏にご支援をいただいておりますことに深甚なる謝意を表します。
　浦安キャンパス教育後援会は浦安キャンパスが設置された年に誕生していますので、浦安
キャンパス自体も目出度く30年の月日を大過なく過ごすことができました。これも教育後援
会の会長をはじめとした会員の皆さまの温かいお気持ちでなしえたことと思っております。20
周年の時には、谷昭夫様が第15代会長としてご尽力されておられました。今でも、ご尊顔を
拝すると、その当時のことを思い出して懐かしくなります。その後、仲村会長、釘﨑会長、印
南会長、永井会長、藤井会長、松田会長、塩谷会長、久村会長、佐藤会長、そして第25代栗
本会長と一緒に活動をさせていただきました。教育後援会は、サマーキャンプや学園祭、そし
て卒業パーティーなどの学生の自主的諸活動に対する支援、学生海外留学研修派遣支援や学生
食堂への支援など大学が実施している事業への支援など学生や大学が支援いただいている事業
のほかに、教育後援会の主体事業として地区教育懇談会の開催があります。９月頃の北海道地
区教育懇談会を皮切りに沖縄地区教育懇談会まで浦安キャンパスにおける２回の事業を加えま
すと、全国で12回にわたり地域のご父母との懇談会を開催しています。この事業のおかげで、
明海大学浦安キャンパスの教育方針などを直接参加者の保護者の方に伝えることができ、また
その都度、教育後援会役員の皆さまと会話を持つことで、大学の舵取りに役立たせていただき
ました。また、事務局の事務長にも私たちの間の調整等にご尽力をいただきましたこと厚く御
礼を申し上げます。
　教育後援会会長経験者や事務長経験者の皆さまと昨年12月22日、23日と明海大学勝浦セミ
ナーハウスで会合を持つことができました。その中でも、本学に対する熱い思いと、期待と、
励ましをたくさんいただきました。学長として「教育後援会に育ててもらったな」としみじみ
感じる機会でした。宮田理事長とともに、大学の永遠の生命を預かりながら、教育後援会の皆
さまにますます満足していただける明海大学を目指したいと思います。社会性、創造性、合理
性をしっかりと身につけて国際未来社会で活躍してくれる若者を育てていきます。浦安キャン
パス教育後援会創立30周年、誠におめでとうございます。

明海大学浦安キャンパス
教育後援会創立
30周年を祝う

明海大学 学長　安井利一
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　明海大学浦安キャンパス教育後援会創立30周年、誠におめでとうございます。浦安キャン
パスの同窓生を代表し、心よりお喜び申し上げます。
 「もう30年か !!」というのが私の率直な感想です。教育後援会は私が入学した1988年に発足
しています。つまり、一期生が入学してすぐに活動を始められたわけです。当時は、新しい大
学ということで、何もかもがゼロからのスタート。学生、ご父母、教職員など大学に携わる全
ての皆さんが、手探り状態でそれぞれの活動を進めていました。特に私たち学生は知恵も経験
もないなか、自らの手で一つ一つ切り開いていかなければならない状態でしたので、学生生活
における教育後援会の温かいご支援は本当に有難いものでした。創成期には、「学生のために
何ができるのか？」を検討するために当時の役員の方々と頻繁にディスカッションしたことを
今でも覚えています。そして、その時の「思い」や「考え」が継承され現在の活動基盤となっ
ていると感じています。
　一方、我々同窓会も昨年25周年を迎えており、少しずつ成長を続けております。創立当初
は「子どもと親」のように同窓会が教育後援会を頼ることが多かったものですが、私たちが年
を重ねたこともあり、最近では少しずつ対等な関係に近づいてきたのではないか？と僭越なが
ら考えております。いずれにせよ、両会は「明海大学の発展に寄与する」という共通の目的を
持っていますので、これからもお互いを高め合い、力を合わせて活動し常に進化していきたい
と考えております。
　創立以来30年の間には、役員の方々が中心となりたくさんの方々がご尽力を注がれていま
した。その時々に応じたご苦労があったとお察ししております。学生と大学のためにお力添え
いただいた全ての方々の心温まるご支援に感謝申し上げるとともに引き続きのご支援・ご協力
をお願い申し上げます。改めて、創立30周年を心よりお喜び申し上げます。

教育後援会
創立30周年にあたり

浦安キャンパス同窓会会長　北原 淳
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　明海大学浦安キャンパス教育後援会創立30周年を迎えられましたこと、心よりお慶び申し
上げます。
　私は、10年前に教育後援会の役員として20周年をお祝いさせていただきましたが、今回は
初の女性会長として就任させていただき、25代会長としてこの30周年を迎えられましたこと、
誠に喜ばしく思うと同時に、この教育後援会に御縁を感じている次第でございます。
　そのような立場であるからこそ、この10年間の歩みと時代の流れを実感しています。
　歴代の会長のもと役員の方々が築き上げてきたいろいろな活動、「学生の自主的諸活動の支
援」や「大学実施事業への支援」などがありますが、その時代に合わせて廃止されたものや、
反対に強化充実されたものなどありました。その中でも教育後援会の「主体事業」であります
地区教育懇談会では、会場増設の多さに驚きました。10年前は6地区7会場でしたが、現在で
は北海道から沖縄までの全国11会場12回の開催となっています。
　各地区へ教育後援会の役員と大学の教職員の方々と出向き、保護者の皆様と近い距離で話が
できるこの会は、大変活発な活動を続けております。
　教育後援会の活動の中で、同じような「保護者の会」がある大学への視察という活動があり
ましたが、このようなかたちで活動しているところはあまりなく、明海大学浦安キャンパス教
育後援会の大きな特色であり、これからも発展していくべき事業だと改めて思いました。
　子どもも成長し、親離れ子離れは自然としていくものですが、子どもが社会人へと成長して
いく姿を見届けたい保護者の思いと、学生が明海大学の建学の精神に基づき、広く国際未来社
会で活躍できるような人材育成の教育を行ってくださる大学とを繋いでいくことが、教育後援
会の役割の一つだと思っています。
　これからも、各年代の会長を中心として、その年代に求められる教育後援会の活動をしてい
ただきたいと思います。
　最後になりましたが、明海大学浦安キャンパス教育後援会のますますのご発展と皆様のご活
躍を祈念いたしまして、創立30周年のお祝いの言葉とさせていただきます。

教育後援会
創立30周年を迎えて
浦安キャンパス教育後援会前会長　栗本真弓
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〈事業・活動〉
●試行錯誤しながら土台固め
　初年度は役員５名でスタート。当時は父兄会といっ
ていた。事業も手探りの状態で、大学事務局と相当や
りとりをしながら、先生方に本を作ったり、吹奏楽部
の楽器購入に１千万円を超える援助をするなど、とて
も喜ばれた。
　３代目の時期には、まだ歴史も浅くベースになるも
のもなかったので、まずは役員とのコミュニケーショ
ンが第一ということも含め、会議を何回も行い、良い
雰囲気が作れた。
　４代目で４学年までそろう。予算・決算が莫大な金
額なのに驚き、たった 20人の役員で決めてよいもの
だろうかと、「評議員会」を作り、予算・決算を承認
していただくことに。また、父兄会という名称はおか
しいとの意見もあり、「教育後援会」という名前に決
まった。親睦を深め教養を高めようと研修旅行を企画。
郡山で第１回地区教育懇談会開催した。
　
●援助の方向性を模索
　５代目、1995・1996 年度には、歯学部の父母会
との合同懇親会行う。また大学の事業への支援という
ことで、賛否両論あるなか、とにかく、まだ制度がで
きていない海外派遣の制度を発足させようと援助。初
めての海外視察としてアメリカ東部地区の大学を視
察。もうひとつ、「潮風」で新春対談を企画し、初代
宮田慶三郎理事長と対談、そのとき、現在の「潮風」
の題字をいただいた。
　６代目のとき10周年を迎える。記念事業として「感
謝の会」を開き、理事長、学長、大学の全スタッフの
ほか、温かく見守り育てていただいた浦安市の地域の
関係者を招き、感謝状を贈った。これをきっかけに自
治体等との関係が良好なものになる。初めて大学・教
育後援会合同で「日中平和友好条約締結 20周年記念
中国全国日本語大学生交流大会」へ参加、中国の大学
を視察した。
　７代目の 1999 年度は 20 世紀最後の年。大学が競
争時代に突入し、厳しい環境下で魅力ある大学づくり
の取り組みが動き出している。韓国、オーストラリア、
台湾の大学と交流が結ばれ、大学院の修士課程を設置。

設備面でもトレーニングセンターやクラブハウスが作
られコートも公式試合ができる規格に改修。学長が髙
倉先生に代わり、「大学と教育後援会はイコールパー
トナー」とのお言葉をいただいた。
　2000 年度。「IT」という言葉が使われ始め、就職
状況が厳しくなってくる。それでも浦安にはイクスピ
アリ、東京ディズニーシーができる予定で、「ここと
の協調関係を作ることができれば、ほかの大学とは違
うメリットが生まれるのでは」と関係構築を模索。新
しい事業としては、卒業アルバムを教育後援会で購入
して卒業生全員にプレゼントした。
　

〈これからの会の活動、大学へ望むこと〉
　充実したキャンパスライフの実現のために必要なも
のは？　学生会館より学生寮が必要では。時代に合っ
た提言をすべき。これからの時代は資金面より知恵を
絞ったソフト面での支援が重要。大学をＰＲするには
特筆できるようなもの、たとえば箱根駅伝に出場でき
れば、等々、熱い思いの意見が続く。
　また、大学には、施設よりソフト面での充実を、将
来やりたいと思えることを示す教育を。学生にはとに
かく学問をしてほしい。経営者は、日本でも屈指の大
学を目指すという気概でやってほしい。いつまでも素
晴らしい大学であってほしいし、大学、同窓会、教育
後援会が協力して明海大学を全国区に押し上げたい。

（2008 年１月 10 日／オリエンタルホテル東京ベイにて）

30年のあゆみ

〈座談会出席者〉前列右より　加藤想士氏（６代）、白石雅章氏（４
代）、岡本長吉氏（初代）、黒田学氏（３代）、丹下剛氏（５代）
後列右より　仲村務氏（司会）、稲葉光治氏（８代）、山岡達哉氏
（７代）、谷昭夫氏（15代）、福山武夫事務長

1988～2000年　教育後援会草創期  （初代～８代会長）

◆ 20 周年記念座談会より
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〈事業・活動〉
●時代の流れに合わせた取り組み
　９代目の時期は、経済状況が悪く、父親がリストラ
に遭い勉強が続けられない学生も出てきた。奨学金希
望者が大きく増える。大学は国際交流に力を入れ、当
会も留学支援の枠を広げる。立命館大学を視察、就職
支援についてヒントを得る。また優秀な学生に対する
表彰制度があり、本校でも取り入れたいと考える。
　10 代目のとき、９代目会長と連動して、立命館大
で視察した表彰制度を立ち上げ、合わせて奨学金制度
も見直す。海外研修で韓国の大学を視察、韓国在住の
卒業生が引率してくれ大変助かる。大学だけでなくそ
の国に触れたいと釜山から慶州まで回り、より研修が
深まった。
　11 代、新規事業をいくつか立ち上げ、盛りだくさ
んだった。地区教育懇談会の地域を増やし、新規に盛
岡と浦安キャンパスで３年生対象の就職懇談会を開
催。教育後援会のＨＰ開設。スポーツや文化活動に功
績のあった学生を表彰する制度を開始。大分県別府の
立命館アジア太平洋大学の視察も行った。
　
●収入減で事業見直し
　2004 年度（12 代）は、新しい事業というよりは、
既存の事業を次の代へ引き継ぐことを考えた。バブル
経済が崩壊し、学生たちにとっては就職氷河期が続
く。奨学金の返還が遅れがちで、制度の存続が危うく
なり、弁護士に頼み回収手続きのメドをつけるという
ことも。大学に新しい学部―ホスピタリティ・ツーリ
ズム学部（ＨＴ学部）ができるということで、アメリ
カを視察。日本と全く違う、大学の考えや設備に驚か
される。
　2005 年度、13 代のときにＨＴ学部発足。この頃
からだいぶ就職環境が好転したという実感が。それま
での事業をより充実させたいと考え、問題提起し、議
論を深めつつ次の代へ引き継ぐ。
　2006 年度は、九州地区福岡で地区教育懇談会を試
験的に開催。少人数で、全体会議と懇親会のみで行っ
た。その成果をもって、信州地区での新規開催を引き
継ぐ。予算面では、会費の減額や学生数の減少が影響
し、収支のバランスがくずれていたので、12 代から

の３年計画で予算の見直しを行う。大学とも協議を重
ね、大学で負担すべきは負担していただき、次年度か
らは会費だけでその年の事業ができるように引き継ぐ。
　2007 年度（20 周年記念座談会開催年度）。福岡の
地区教育懇談会は個別面談の希望があり、教育後援会
から会長、副会長、大学から学長、学部長、大学職員
が参加して面談を行いとても喜ばれる。長野でも初開
催。大学視察では、中京大学へ。最寄りの駅には「中
京大学」の名がたくさん書かれ、お金をかけている。
地区教育懇談会も年間 30カ所くらいで行っている。
　

〈これからの会の活動、大学へ望むこと〉
　地区教育懇談会はよい事業。参加者は大学について
知識が深まり、明海大学を理解してもらえる。コンパ
クトな地区教育懇談会を 47都道府県で開催してはど
うか（負担が大きいときは役員ＯＢのわれわれを使っ
ていただきたい）。知名度アップには舞浜駅や東京駅
での宣伝。オリンピック選手を出す、ＨＴ学部と不動
産学部はさらに特徴を伸ばし、この仕事なら明海大と
思える大学に。地方から見たらうらやましい街浦安市
にあるメリットをもっと活用。ＰＲにＯＢの力を結集
してフォローしていく。
　社会の情勢が変わり、会の果たす役割も学生支援だ
けでは十分でないかもしれない。企業や行政、地域社
会との連携を考えながら全国に散らばった評議員を束
ねて組織化する時期ではないかと思う。

（2008 年１月 17 日／オリエンタルホテル東京ベイにて）

〈座談会出席者〉前列右より　中田俊一氏（９代）、山内薫氏（10
代）、大塚博行氏（11代）、横濱孝雄氏（12代）、鈴木陽夫氏（13代）
後列右より　仲村務氏（司会）、谷昭夫氏（15代）、篠原康光氏（14
代）、福山武夫事務長

『教育後援会 20周年記念誌』座談会全文は、教育後援会ホームページよりご覧になれます　https://www.meikai-koenkai.com/

2001～2008年　教育後援会充実期  （９代～ 15 代会長）
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　また、現在は行われていません
が、当時は海外の大学へも視察に
行っていました。私の代はオース
トラリアへ。寮などの施設を見せ
てもらったり、教員に会ったりし
て、明海大学から留学する学生の
受け入れ態勢に問題がないかなど
を確認しました。

釘﨑　17代の釘﨑です。私は会
長職をお引き受けしてすぐに社命

しょうか。そのあたりも踏まえて
ざっくばらんにお話を聞かせてく
ださい。まずは、お一人ずつ、ご
自身が会長のときにどんな活動を
されたのか、特徴的な点を挙げて
いただけますでしょうか。

仲村　16代の仲村です。20周年
の際にも同様の座談会の場があり
まして、そのとき、私は司会を務め
ておりました。10年も前のことで
すので、詳細には覚えておりませ
んが、歴代の会長がさまざまな思
い出を振り返り、自然と話が盛り
上がっていったと記憶しています。
　さて、私が会長に就任した20
周年の年には、大学側からの要望
を受けて、およそ1000万円の予
算を組み、キャンパス内の野外ス
テージを、そして浦安歯科診療所
脇の通路に植えられているジャカ
ランダの木も寄贈させていただき
ました。

教育後援会 30周年記念座談会

過去20年を踏まえた次の10年
教育後援会の「発展期」を振り返る

戸澤五月氏

仲村　務氏

20周年から次のステージへ
矢先に起きた東日本大震災

戸澤　30周年祝賀会に先駆け、
16代から現在まで歴代の会長に
集まっていただきました。われわ
れ教育後援会の最初の約10年を
草創期、次を充実期と捉えており
ますが、さて、その後の私たちの
10年間の歩みは何期と言えるで

　明海大学浦安キャンパス教育後援会が発足し、30周年という大きな節目を迎えた。
　発足からの20年を振り返ると、最初の10年間は試行錯誤しながら教育後援会の役割を模索し、土台を固め
た「草創期」、その後の10年は、それまでの10年間で作り上げた確固たる土台の上に、さらなる創意工夫や
新たな事業を積み重ねて、教育後援会の存在価値を高めていった「充実期」と言えるだろう。
　そして迎えた次の10年。2011年に起こった東日本大震災や、少子化による学生数の減少等にともなった困
難に直面しつつも、教育後援会が大切にすべきこと、活動の軸にすべきことを着実に実行し続けてきた。将来
につながる明るい見通しを見出した「発展期」と呼べるのではないだろうか。
　そんな「発展期」を、歴代の会長が一堂に会して語り合った。



で単身赴任の身となり、平日の教
育後援会活動への参加が難しく
なってしまいました。加えて安井
利一学長は就任されたばかりで、
教育後援会の事務長も交代すると
いうタイミングでした。そんな状
況でしたから、私としてはしっか
りと地固めをして次の代につなげ
ることを意識しました。
　とは言え、せっかくなら自分の
カラーを出していこうと、広報紙
「潮風」をより親しみやすくやわ
らかいトーンに変更することにし
ました。保護者にレポーターとし
てキャンパス巡りをしてもらう企
画を取り入れたんです。また、教
育後援会は、はたから見て何をし
ているか分かりづらいのではない

し上げます。

永井　19代の永井です。私が会
長を務めた2011年に東日本大震
災が起きました。３月11日の震
災発生時には、私の息子は大学近
くのイトーヨーカドーでアルバイ
トをしていまして、建物から出た
ら、外は大変な状況だったと聞き
ました。下宿先が住めない状況に
なってしまった学生もいたそうで
す。卒業式はどうなるだろうと
思っていましたが、結局中止に
なってしまいました。卒業生の気
持ちを考えるとつらかったが、致
し方ない状況でした。しかし、地
元の方々などにより驚くような速
さで復旧作業が行われ、入学式は

かと思っていたので、各地での地
区教育懇談会や卒業式（学位記授
与式）、入学式など保護者や学生
の前で話をする際には、私たちの
日頃の活動内容を必ず入れ込むよ
うにしていました。
　もう１つ忘れてならないのは、
ジャズオーケストラ部が創設され
た年であること。教育後援会とし
て、グランドピアノなどを寄贈さ
せていただきました。
　余談ですが、現会長の栗本さん
は当時副会長で、私が仕事で急遽
教育後援会の行事に参加できなく
なったときでも、何事もなかった
かのように代役を務めていただき
ました。栗本さんの肝の据わりよ
うは昔からでした。改めて感謝申
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■出席者　16代会長　仲村　務　　　17代会長　釘﨑　徹　　　19代会長　永井　通
　　　　　21代会長　松田清志　　　22代会長　塩谷　毅　　　23代会長　久村　充
　　　　　24代会長　佐藤恒久　　　25代会長　栗本真弓
　　　　　（18代会長　印南彰雄氏、20代会長　藤井慶三氏は欠席）
■司　会　25代副会長　戸澤五月	 （敬称略）

30年のあゆみ
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予定通り行うことができました。
当時は学生たちがさまざまなとこ
ろでボランティアとして泥をかき
出す作業などに参加してくれてい
て、とても心強かったです。
　ただ、被害の大きさが報道され
たこともあり、新浦安のイメージ
が悪くなって次年度の入学生が減
少するのではないかと心配でした。
いろいろなところで「新浦安の復
旧状況はどうなの？」と聞かれ、
その都度「大丈夫ですよ」と答え
ていたことを思い出します。翌年
度からは、大学はもう平常通りの
姿に戻りましたが、学生数は若干
減少。とは言え、学生数の減少が
顕著だったのは一昨年と聞いてい
ますので、それが震災の影響なの
かは定かではありませんが。震災
が起きてしまったことは仕方がな
いこと。自分たちには何ができる
かと前を向いて取り組んだ１年で
した。

予算や学生数の減少を実感
知名度アップが課題

松田　21代の松田です。私が会
長に就任した2013年には震災の
影響はだいぶなくなってきており
ましたが、前年の会長であった藤

のヨーロッパ遠征の支援など、体
育会への支援も積極的に行いまし
た。

地域貢献と保護者への情報提供
地区教育懇談会の意義を再認識

久村　23代の久村です。私は子
どもが２年生の時から後援会に携
わり始めました。浦安に住んでい
ますので、少しでも地域貢献にな
ればと思い、会長を引き受けまし
た。学生数が減ってきて、予算が
厳しい中で事業の見直しをしなけ
ればならなかったのですが、どう
したら学生をバックアップできる
かと考えて模索したことを覚えて
います。
　会長就任期間中、一番印象深い
のは、ある地方の地区教育懇談会
での保護者との会話です。お子さ
んは病気がちだったそうなのです
が、無事に卒業でき、地元で就職
も決まってと、涙ながらにお話を
してくださって、こちらもぐっと
きてしまいました。地方にいる保
護者は子どものことをとても心配
しています。そんな保護者と大学
のパイプ役となることが教育後援
会の最も重要な事業だと実感した
瞬間でした。地区教育懇談会では、

井さんはご苦労が絶えなかったこ
とと思います。2013年度は、こ
れまで２、４年次のみを対象にし
ていた地区教育懇談会の対象を、
関東のみ全学年対象に拡張しまし
た。２、４年次の保護者の参加
者数が157人だったのに対し、１、
３年次の保護者の参加者数は196
人と多く、地区教育懇談会への期
待値や関心度の高さを実感しまし
た。
　この頃から、学生数が徐々に
減ってきて、教育後援会の予算も
減ってきた時期でしたし、現在は
90％を超える就職率もその頃は
80％前半で、まだ厳しかったで
すね。

塩谷　22代の塩谷です。私が会
長になった2014年に理事長の交
代があり、宮田淳理事長が新たに
就任しました。就任後、理事長と
教育後援会役員との座談会を行い、
理事長の想いなどを直接うかがう
ことができたのは良い機会でした
ね。
　また、松田さんもおっしゃって
いましたが、私も就任期間中は少
子化の影響を感じていました。学
生数が減少し、教育後援会の活動
も縮小していく流れになっていっ
たことを覚えています。だからこ
そ、私は明海大学を世の中に知っ
てもらうことが大切だと思い、す
べての地区教育懇談会に出向き、
できうる限り学内外の行事にも出
席して、明海大学の良さ、教育後
援会の役割について話をしました。
少しでも隣近所の方に明海大学っ
ていい大学だよということが広ま
ればと。サッカー部が関東リーグ
の入れ替え戦に臨んだ時も応援に
行きました。明海大学の名前をな
るべく世の中にとどろかせてほし
いという気持ちがあり、ヨット部

松田清志氏

塩谷　毅氏
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大学の職員だけでなく保護者と同
じ立場である私たちと話すことで、
親近感を抱いてくださる方が多く、
保護者との距離が縮まった印象が
ありますね。

佐藤　24代の佐藤です。塩谷さ
ん、久村さんもおっしゃっていま
したが、やはり私の就任時も予算
の面での難しさがありました。繰
り越した予備費を切り崩していく
のもどうかと思い、秋山事務長に
シミュレーションをしてもらい、
赤字をなるべく少なくする予算組
みをしていきました。久村さんの
話にもありましたが、教育後援会
のコアの事業は地区教育懇談会で
あるというのが役員の間での共通
認識としてありましたので、少な
い予算の中でも地区教育懇談会は
しっかり、また、子どもたちの将
来につながる就職懇談会も力を入
れてやっていこうと話しました。

栗本　25代で現在会長を務めて
います、栗本です。教育後援会の
歴史の中で初めての女性会長とい
うことで、不安な面もありました
が、2006年から4年間教育後援会
の活動を経験しておりまして、歴
代の会長と顔見知りになる機会が
あり、きっと皆さんが応援してく

在住の保護者と交流が持て、その
後、子ども同士もつながることが
できて友人同士になり、近くに
引っ越すなどして徐々に大学へ行
くことができるようになったそう
です。保護者同士のつながりが、
子どもの関係性にも影響を及ぼす
のだなと思い、それがかなう地区
教育懇談会は大切な機会だなと思
いました。
　また、以前に参加した派遣留学
生壮行会の様子を地区教育懇談会
の冒頭の挨拶の中で話をしたこと
があって。留学を控えた学生たち
が希望に満ちたキラキラした目を
していたという話なのですが、そ
の後、いつもはあまり相談者がい
ない留学相談のブースに列ができ
ていたのを見て、とてもうれし
かったです。

永井　以前、東洋大学へ視察に
行った際、教育後援会に近い組織
があるというのを知ったのです
が、地区教育懇談会のようにこれ
ほど手厚い事業をしている大学は
明海大学くらいではないでしょう
か。学生や保護者を全面的にバッ
クアップする教育後援会という組
織があるというのはすごいことだ
とあらためて感じます。

ださるだろうと思い、引き受けさ
せていただきました。これまでの
男性会長のような威厳はありませ
んが、女性だからこその細やかな
視点と、お母さん的な真心で活動
することで、学生・大学・保護者
のトライアングルを強固にしてい
ければと思っています。
　前任までの会長がだいぶ堅実な
予算の使い方をしてくださったお
かげで、バランスがとれた収支と
なっており、私は30周年の記念
式典に集中することができていま
す。ありがとうございます。ただ、
教育後援会の奨学金を借りる学生
が少なくなるなど、支出面の変化
を実感していまして、その分の予
算を今後どう使っていくか、次の
世代にどうつなげていくかについ
ては、課題の１つとして次年度以
降も話し合っていくべき事案だと
思っています。

地区教育懇談会の今後
大学PRの場にできないか

戸澤　皆さん、ありがとうござい
ます。お話をうかがっていますと、
教育後援会の事業において、地区
教育懇談会がかなり重要な位置づ
けにあると感じます。何か、これ
までお話しくださったもの以外に、
地区教育懇談会での印象的なエピ
ソードなどがある方はいらっしゃ
いますか？

栗本　沖縄にうかがった際、何気
なくお話をした保護者がいたので
すが、子どもがなかなか大学に行
けないと悩んでいました。先生に
も相談をされたようなのですが、
ぜひ懇親会にもご参加くださいと
お誘いし、急遽参加していただく
ことになって。そこで、同じ沖縄

栗本真弓氏

佐藤恒久氏

30年のあゆみ
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久村　東北学院へ視察に行った際、
後援会の予算はほとんどが部活動
の支援に使っていると聞きました。

仲村　中京大学もそのようなスタ
イルだと聞きましたよ。

佐藤　地区教育懇談会は珍しい事
業なのでしょうね。2016年度は
北陸地方でも40人も保護者が来
てくださった。自画自賛になって
しまいますが、保護者が大学の環
境や子どもの様子を知ることがで
きる機会になっているのだろうと
思います。こういった特異な活動
について、取材などが入り、世間
に知っていただくことができたら
うれしいですね。

塩谷　限られた予算の中でこれだ
け核となる事業が充実しているの
は素晴らしいことです。誇れるイ
ベントがあるのは良いこと。ずっ
と続けていってもらいたいですね。
そしてさらに、できることはない
かを考えても良いかもしれません。
地区教育懇談会の際に、その地方
の高校生に明海大学のＰＲをする
ことはできないでしょうか。

釘﨑　そうですね。直接高校生に
とまではいかないにせよ、高校の

を世間に伝えられたらおもしろい
かもしれません。毎年、１本ずつ
木を増やしていって、ジャカラン
ダ通りができたらインパクトがあ
りそうです。

仲村　実は、ジャカランダの植樹
は、私の４年くらい前の会長の時
からあった案で。20周年のタイミ
ングにようやく叶ったものなんで
す。

戸澤　そうなんですね。昨年もき
れいに花を咲かせていまして、そ
の写真は記念誌にも載せる予定で
す。話題になるといいですよね。

塩谷　学生と教員の距離が近い
アットホームさ、教員の面倒見の
良さもＰＲポイントになると思い
ます。

久村　その点は地区教育懇談会で
話を聞いても保護者の評価が高い
ですから、保護者の声をもっと大
学紹介の媒体などに入れ込んでも
良いのでは。

栗本　図書館や学生がくつろぐス
ペース、その他教育に関する施設
もそうですが、学ぶための環境も
どんどん良くなっているのも特徴

進路担当の先生方に来ていただい
て、大学の紹介ができる場にもで
きそうですよね。せっかく各学部
の先生方も参加していらっしゃい
ますし。

久村　以前、何度か高校に声をか
けたこともあったようですが、ま
だ実現に至っていないと聞いたこ
とがあります。これからですね。
保護者にももっとPRして、参加
率をさらに上げていくことも今後
続けていく上では大切なのではな
いでしょうか。

永井　４年間皆勤賞で参加してく
ださった保護者が、私を覚えてい
てくれて、卒業式の懇親会で声を
掛けてくれたこともありました。
そういった保護者とのつながりが
役員のやりがいにもつながります
よね。

次の10年に向けて
地道な長所アピールが必須

戸澤　地区教育懇談会の場を、明
海大学を高校生に知ってもらう
機会にというお話がありました
が、大学の知名度を上げることは
学生数増加に直結する大切なこと
ですよね。他に、何か大学の知名
度、価値を上げていく手段はない
でしょうか？

釘﨑　やはりメディアに取り上げ
てもらうのが一番ではないかと思
います。なにせ、広告宣伝にはお
金がかかりますので。例えば、仲
村さんが会長の際に植えたジャカ
ランダの木。10年間ですっかり地
元のお花見スポットとして定着し、
花が咲くとたくさんの人たちが訪
れると聞きます。そのような話題

釘﨑　徹氏

久村　充氏



教
育
後
援
会
30
周
年
記
念
座
談
会

17

ですよね。学長が地区教育懇談会
の度に保護者にスライドで紹介し
ていますが、設備の充実ぶりに保
護者はいつも驚いています。やは
り、保護者の口コミで良さを広げ
ていくことが、地道ではあります
が一番説得力のある方法かもしれ
ません。私自身も地区教育懇談会
で保護者とお話するときはいつも、
「明海大学の宣伝をしてください
ね」とお伝えしています。

永井　就職懇談会の実施など、大
学と教育後援会がタッグを組んで
学生のためになることを粘り強く
続けていくことが、「明海大学は
いい大学だ」と保護者や卒業生が
評価してくれることにつながりま
すから、大切にしていきたいです
ね。　
　また、以前、台湾から明海大学
に留学していた卒業生と話す機会
があったのですが、寮の環境の懸
念点についてなど、率直に意見を
してくれました。留学生に対する

護者のために力を尽くして活動し
ていることがよく分かりました。
学生・大学・保護者の３者の関係
を深めていくことが大切だという
共通認識を失うことなく、まずは
明海大学の次の10年をどうしてい
くのか、その時々で課題を解決し
ながら、活動を続けていけたらと
思います。
　本日はありがとうございました。

フォローも今後は必要なのかなと
思います。留学生は皆とても熱心
で、そんな留学生と触れ合うこと
で、日本の学生がいい影響を受け
てくれるといいなと思います。

仲村　明海大学のウリになってい
る不動産学部だけでなく、もっと
たくさん特徴はあるわけですから、
それをしっかり打ち出して、次の
10年間も「第２次充実期」とな
ることを願っています。

佐藤　そうですね。私自身、浦安
の住民で地域にある大学を通じて
何かできればと思い、会長を引き
受けました。このようにたくさん
の人とつながりができ、ありがた
い縁をいただきましたし、子ども
も無事卒業をさせてもらいました
から、明海大学がますます発展す
るのを見守っていきたいです。

戸澤　皆さんのお話をうかがって、
地区教育懇談会が学生のため、保

永井　通氏

（2018 年１月 25 日／浦安ブライトンホテル東京ベイにて）

30年のあゆみ
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　　　　　　　　　　　　　　　年度
事業

1988 年 1989 年 1990 年 1991 年 1992 年 1993 年 1994 年 1995 年 1996 年 1997 年 1998 年 1999 年 2000 年 2001 年 2002 年
昭和 63 年 平成 1 年 平成 2 年 平成 3 年 平成 4 年 平成 5 年 平成 6 年 平成 7 年 平成 8 年 平成 9 年 平成 10 年 平成 11 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年

教育後援会　事務長 － － － － － 安宅武男 － － 渡邊省吾 〃 〃 〃 〃 福山武夫 〃

教
育
後
援
会
の
主
体
的
事
業

評議員会 父兄会 〃 〃 〃 〃 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 第 8 回 第 9 回 第 10 回
役員会 ６回 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

地
区
教
育
懇
談
会

関東地区（２・４年次） － － － － － － － － 浦安市 浦安市 浦安市 浦安市 浦安市 浦安市（181名）浦安市（192名）
北海道地区 － － － － － － － － － － － － － － －
東北Ｂ地区（東北地区　盛岡市） － － － － － － 福島市 郡山市 郡山市 福島市 福島市 福島市 福島市 福島市（56名） 福島市（34名）
北陸地区 － － － － － － － 新潟市 新潟市 新潟市 新潟市 新潟市 新潟市 新潟市（49名） 新潟市（40名）
東北Ａ地区 － － － － － － － － － － － － － － －
信州地区 － － － － － － － － － － － － － － －
東海地区 － － － － － － － － 静岡市 静岡市 静岡市 静岡市 静岡市 静岡市（32名） 清水市（35名）
近畿・北陸地区 － － － － － － － － － － － － － － －
九州地区 － － － － － － － － － － － － － － －
中国・四国地区 － － － － － － － － － － － － － － －
沖縄地区 － － － － － － － － － － － － － － －
関東地区（１・３年次） － － － － － － － － － － － － － － －

就職対策懇談会 － － － － － － － － － － － － － － －
広
報
紙
発
刊

　後援会だより・「潮風」 － － － － － － ①～③号 ④号・５号 ６号・７号 ８号・９号 10 号・11 号 12 号・13 号 14 号・15 号 16 号・17 号 18 号・19 号

　新春対談会テ－マ － － － － － － －
21世紀の国際化・
情報化社会へ向
けて

21 世紀への展望
－魅力ある大学を

国際化、情報化
社会に対応でき
る大学

－ 21 世紀へはばた
く明海大学

21 世紀に飛する
明海大学

国際交流の進む
明海大学

これからの国際
社会に対応する
には

教育後援会奨学金 － － － － － － 新制度 3 人 12 人 17 人 36 人 38 人 31 人 74 人 97 人 61 人
借上ベイグランデ・住宅相談・紹介 － － － － － 借上契約 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
卒業記念品贈呈 － － － 防水腕時計 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 オリジナル腕時計 〃 〃
卒業アルバム購入・贈呈 － － － 注文購入 〃 〃 〃 〃 〃 〃 贈呈 〃 〃 〃 〃

国内外の大学施設等視察

－ － － － － － － － アメリカ － 中国 － ニュージーランド － 韓国

－ － － － － － 朝日大視察 歯学部視察 － － － － 〃
立命館大学
草津 C 視察

（17 名参加）
－

教育後援会ホームページ － － － － － － － － － － － － － － －
学生表彰式（表彰者数） － － － － － － － － － － － － － － －

学
生
の
主
体
的
諸
活
動
支
援

課外活動団体数 51 56 69 70 72 82 88 102 102 103 88 86 68 59 71
白亜祭・学園祭・明海祭 白亜祭１回 〃 2 回 〃 3 回 学園祭 4 回 明海祭〃 5 回 〃 6 回 〃 7 回 〃 8 回 〃 9 回 〃 10 回 〃 11 回 〃 12 回 〃 13 回 〃 14 回 〃 15 回
サマ－セッション ･ サマーキャンプ・
リーダーズ研修会 － － － － － リーダーズ研修会 サマーセッション

リーダーズ研修会 リーダーズ研修会 サマーセッション
リーダーズ研修会

サマーセッション
リーダーズ研修会 リーダーズ研修会 サマーセッション

リーダーズ研修会 リーダーズ研修会 サマーキャンプ
茨城県潮来市

〃
福島県いわき市

新入生歓迎会 － － － － － 昼食（サンド
イッチ・お茶） 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

契約厚生施設利用者数 － － － － － 512 144 712 958 1,023 759 618 725 794 826
契約厚生施設視察 － － － － － － － アルパイン － － － － アルパイン  アルパイン  生命の森リゾ－ト
スキー・スノーキャンプ開催 － － － － － 　　　－ 第１回開催 第２回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 第 8 回 第 9 回
謝恩会・卒業パーティ－ － － － 謝恩会 〃 〃 〃 〃 卒業記念パーティー 〃 卒業パーティー 〃 〃 　〃 1000 名 〃 1160 名

大
学
事
業
へ
の
支
援

長短期学生海外留学研修派遣総数 － － 72 人 83 人 87 人 95 人 50 人 57 人 130 人 123 人 126 人 169 人 167 人 179 人 279 人
就職対策（就職率） － － － － － 86.2% 80.4% 84.2% 90.9% 92.7% 89.4% 81.9% 86.4% 83.9% 82.5%
少人数教育援助 クラス数 － － － － － － － － － － － － － － 45
課外活動指導者援助数 － － － － － － － － － － － － － 2 名 5 名
体育会活動部数 － － － － － － － － － － － － － － 　　　－
ピアサポートセミナー会場・参加人数 － － － － － － － － － － － － － － 　　　－

施設・備品等の寄贈 吹奏楽部
演奏楽器

吹奏楽部
コスチューム

ホールクロック
学内ベンチ

明 海 祭 ス タ ッ フ
ジャンバー
クラブハウス修繕

トレーニング
器具

共同研究室
印刷機一式

キャノン複写機
空気清浄機
ファイルセンター

バーコーダーベン
チ、ビデオ 160 巻、
パソコン 4、サクラ 3

ターンテーブル
10 脚 木製ベンチ 7 台 野外卓 10 台

教育後援会　トピックス
明海大学浦安キャ
ン パ ス「 父 兄 会 」
発足 10/26

同窓会・後援会
懇親会、OB 会と
の懇談会

歯学部父兄会と
合同懇親会

教育後援会 10 周
年記念感謝の会
11/1

教育後援会
会費改定

キ
ャ
ン
パ
ス

設置・設備等
浦 安 市に 2 学 部
を設 置し大学 名
を明海大学とする

創立 20 周年
教職課程を設置

（外国）

別科日本語研修
課程を設置

不動産学部を
設置

講義等増設
オ－プンカレッジ
を開設

大学院３研究科
修士課程を設置

トレ ーニングセン
ター、クラブハウス、
グラウンド完成

創 立 30 周 年 式
典新図書館完成、
テニスコ－ト増設

図書館市民開放
事業締結

入学生数（留学生数） 546 名（8） 507 名（32） 1,004 名（44） 1,156 名（101） 1,615 名（125） 1,630 名（160） 1,601 名（182） 1,686 名（291） 1,714 名（336） 1,698 名（374） 1,793 名（411） 1,710 名（463） 1,699 名（486） 1,666 名（526） 1,651 名（645）
学位記授与式 － － － 第 1 期生 第 2 期生 第３期生 第 4 期生 第５期生 第 6 期生 第 7 期生 第 8 期生 第 9 期生 第 10 期生 第 11 期生 第 12 期生
卒業生 － － － 676 名 704 名 849 名 964 名 1,366 名 1,321 名 1,342 名 1,368 名 1,365 名 1,382 名 1,466 名 1,367 名

●事業の変遷
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　　　　　　　　　　　　　　　年度
事業

1988 年 1989 年 1990 年 1991 年 1992 年 1993 年 1994 年 1995 年 1996 年 1997 年 1998 年 1999 年 2000 年 2001 年 2002 年
昭和 63 年 平成 1 年 平成 2 年 平成 3 年 平成 4 年 平成 5 年 平成 6 年 平成 7 年 平成 8 年 平成 9 年 平成 10 年 平成 11 年 平成 12 年 平成 13 年 平成 14 年

教育後援会　事務長 － － － － － 安宅武男 － － 渡邊省吾 〃 〃 〃 〃 福山武夫 〃

教
育
後
援
会
の
主
体
的
事
業

評議員会 父兄会 〃 〃 〃 〃 第 1 回 第 2 回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 第 8 回 第 9 回 第 10 回
役員会 ６回 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

地
区
教
育
懇
談
会

関東地区（２・４年次） － － － － － － － － 浦安市 浦安市 浦安市 浦安市 浦安市 浦安市（181名）浦安市（192名）
北海道地区 － － － － － － － － － － － － － － －
東北Ｂ地区（東北地区　盛岡市） － － － － － － 福島市 郡山市 郡山市 福島市 福島市 福島市 福島市 福島市（56名） 福島市（34名）
北陸地区 － － － － － － － 新潟市 新潟市 新潟市 新潟市 新潟市 新潟市 新潟市（49名） 新潟市（40名）
東北Ａ地区 － － － － － － － － － － － － － － －
信州地区 － － － － － － － － － － － － － － －
東海地区 － － － － － － － － 静岡市 静岡市 静岡市 静岡市 静岡市 静岡市（32名） 清水市（35名）
近畿・北陸地区 － － － － － － － － － － － － － － －
九州地区 － － － － － － － － － － － － － － －
中国・四国地区 － － － － － － － － － － － － － － －
沖縄地区 － － － － － － － － － － － － － － －
関東地区（１・３年次） － － － － － － － － － － － － － － －

就職対策懇談会 － － － － － － － － － － － － － － －
広
報
紙
発
刊

　後援会だより・「潮風」 － － － － － － ①～③号 ④号・５号 ６号・７号 ８号・９号 10 号・11 号 12 号・13 号 14 号・15 号 16 号・17 号 18 号・19 号

　新春対談会テ－マ － － － － － － －
21世紀の国際化・
情報化社会へ向
けて

21 世紀への展望
－魅力ある大学を

国際化、情報化
社会に対応でき
る大学

－ 21 世紀へはばた
く明海大学

21 世紀に飛する
明海大学

国際交流の進む
明海大学

これからの国際
社会に対応する
には

教育後援会奨学金 － － － － － － 新制度 3 人 12 人 17 人 36 人 38 人 31 人 74 人 97 人 61 人
借上ベイグランデ・住宅相談・紹介 － － － － － 借上契約 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
卒業記念品贈呈 － － － 防水腕時計 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 オリジナル腕時計 〃 〃
卒業アルバム購入・贈呈 － － － 注文購入 〃 〃 〃 〃 〃 〃 贈呈 〃 〃 〃 〃

国内外の大学施設等視察

－ － － － － － － － アメリカ － 中国 － ニュージーランド － 韓国

－ － － － － － 朝日大視察 歯学部視察 － － － － 〃
立命館大学
草津 C 視察

（17 名参加）
－

教育後援会ホームページ － － － － － － － － － － － － － － －
学生表彰式（表彰者数） － － － － － － － － － － － － － － －

学
生
の
主
体
的
諸
活
動
支
援

課外活動団体数 51 56 69 70 72 82 88 102 102 103 88 86 68 59 71
白亜祭・学園祭・明海祭 白亜祭１回 〃 2 回 〃 3 回 学園祭 4 回 明海祭〃 5 回 〃 6 回 〃 7 回 〃 8 回 〃 9 回 〃 10 回 〃 11 回 〃 12 回 〃 13 回 〃 14 回 〃 15 回
サマ－セッション ･ サマーキャンプ・
リーダーズ研修会 － － － － － リーダーズ研修会 サマーセッション

リーダーズ研修会 リーダーズ研修会 サマーセッション
リーダーズ研修会

サマーセッション
リーダーズ研修会 リーダーズ研修会 サマーセッション

リーダーズ研修会 リーダーズ研修会 サマーキャンプ
茨城県潮来市

〃
福島県いわき市

新入生歓迎会 － － － － － 昼食（サンド
イッチ・お茶） 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

契約厚生施設利用者数 － － － － － 512 144 712 958 1,023 759 618 725 794 826
契約厚生施設視察 － － － － － － － アルパイン － － － － アルパイン  アルパイン  生命の森リゾ－ト
スキー・スノーキャンプ開催 － － － － － 　　　－ 第１回開催 第２回 第 3 回 第 4 回 第 5 回 第 6 回 第 7 回 第 8 回 第 9 回
謝恩会・卒業パーティ－ － － － 謝恩会 〃 〃 〃 〃 卒業記念パーティー 〃 卒業パーティー 〃 〃 　〃 1000 名 〃 1160 名

大
学
事
業
へ
の
支
援

長短期学生海外留学研修派遣総数 － － 72 人 83 人 87 人 95 人 50 人 57 人 130 人 123 人 126 人 169 人 167 人 179 人 279 人
就職対策（就職率） － － － － － 86.2% 80.4% 84.2% 90.9% 92.7% 89.4% 81.9% 86.4% 83.9% 82.5%
少人数教育援助 クラス数 － － － － － － － － － － － － － － 45
課外活動指導者援助数 － － － － － － － － － － － － － 2 名 5 名
体育会活動部数 － － － － － － － － － － － － － － 　　　－
ピアサポートセミナー会場・参加人数 － － － － － － － － － － － － － － 　　　－

施設・備品等の寄贈 吹奏楽部
演奏楽器

吹奏楽部
コスチューム

ホールクロック
学内ベンチ

明 海 祭 ス タ ッ フ
ジャンバー
クラブハウス修繕

トレーニング
器具

共同研究室
印刷機一式

キャノン複写機
空気清浄機
ファイルセンター

バーコーダーベン
チ、ビデオ 160 巻、
パソコン 4、サクラ 3

ターンテーブル
10 脚 木製ベンチ 7 台 野外卓 10 台

教育後援会　トピックス
明海大学浦安キャ
ン パ ス「 父 兄 会 」
発足 10/26

同窓会・後援会
懇親会、OB 会と
の懇談会

歯学部父兄会と
合同懇親会

教育後援会 10 周
年記念感謝の会
11/1

教育後援会
会費改定

キ
ャ
ン
パ
ス

設置・設備等
浦 安 市に 2 学 部
を設 置し大学 名
を明海大学とする

創立 20 周年
教職課程を設置

（外国）

別科日本語研修
課程を設置

不動産学部を
設置

講義等増設
オ－プンカレッジ
を開設

大学院３研究科
修士課程を設置

トレ ーニングセン
ター、クラブハウス、
グラウンド完成

創 立 30 周 年 式
典新図書館完成、
テニスコ－ト増設

図書館市民開放
事業締結

入学生数（留学生数） 546 名（8） 507 名（32） 1,004 名（44） 1,156 名（101） 1,615 名（125） 1,630 名（160） 1,601 名（182） 1,686 名（291） 1,714 名（336） 1,698 名（374） 1,793 名（411） 1,710 名（463） 1,699 名（486） 1,666 名（526） 1,651 名（645）
学位記授与式 － － － 第 1 期生 第 2 期生 第３期生 第 4 期生 第５期生 第 6 期生 第 7 期生 第 8 期生 第 9 期生 第 10 期生 第 11 期生 第 12 期生
卒業生 － － － 676 名 704 名 849 名 964 名 1,366 名 1,321 名 1,342 名 1,368 名 1,365 名 1,382 名 1,466 名 1,367 名
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　　　　　　　　　　　　　　　年度
事業

2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年
平成 15 年 平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年

教育後援会　事務長 福山武夫 〃 〃 〃 〃 〃 吉田　直孝 〃 〃 〃 秋山　敏夫 〃 〃 〃 〃 桐原公夫

教
育
後
援
会
の
主
体
的
事
業

評議員会 第 11 回 第 12 回 第 13 回 第 14 回 第 15 回 第 16 回 第 17 回 第 18 回 第 19 回 第 20 回 第 21 回 第 22 回 第 23 回 第 24 回 第 25 回
役員会 ６回 〃 〃 〃 〃 5 回 6 回 〃 〃 〃 〃 〃 5 回 〃

地
区
教
育
懇
談
会

関東地区（２・４年次） 浦安市（150 名）浦安市（169 名）浦安市（182 名）浦安市（111 名）浦安市（157 名）浦安市（129 名） 82 90 103 131 157 187 133 180 156
北海道地区 － － － － － － － 11 6 6 5 9 8 12 7
東北Ｂ地区 福島市（39 名）福島市（37 名）福島市（30 名）福島市（26 名）福島市（38 名）福島市（25 名） 31 31 33 28 30 25 37 25 23
北陸地区 新潟市（37 名）新潟市（29 名）新潟市（40 名）新潟市（20 名）新潟市（17 名）新潟市（20 名） 28 32 27 21 20 28 27 26 40
東北Ａ地区 盛岡市（21 名）盛岡市（23 名）盛岡市（26 名）盛岡市（18 名）盛岡市（28 名）盛岡市（30 名） 27 36 20 24 29 15 24 20 18
信州地区 － － － － 長野市（17 名）松本市（13 名） 22 21 7 14 14 13 12 11 12
東海地区 静岡市（27 名）静岡市（26 名）静岡市（25 名）静岡市（18 名）静岡市（31 名）静岡市（24 名） 28 23 25 20 28 24 29 25 28
近畿・北陸地区 － － － － － － － － 9 9 17 19 18 21 11
九州地区 － － － 福岡市（27 名）福岡市（22 名）福岡市（17 名） 18 17 19 19 17 20 19 21 17
中国・四国地区 － － － － － －        - 10 10 7 9 9 8 5 13
沖縄地区 － － － － － －        -        - 11 11 12 4 6 9 10
関東地区（１・３年次） － － － － － －        -        -        -        - 196 153 184 196 204

就職対策懇談会 初開催（130 名）浦安市（191 名）浦安市（201 名）浦安市（188 名）浦安市（183 名）浦安市（222 名） 浦安市（367 名）浦安市（282 名）浦安市（241 名）浦安市（252 名）浦安市（295 名）浦安市（206 名）浦安市（277 名）浦安市（241 名）浦安市（202 名）浦安市（　名）
広
報
紙
発
刊

　後援会だより・「潮風」 20 号・21 号 22 号・23 号 24 号・25 号 26 号・27 号 28 号・29 号 30 号・31 号 32 号・33 号 34 号・35 号 36 号・37 号 38 号・39 号 40 号・41 号 42 号・43 号 44 号・45 号 46 号・47 号 48 号・49 号

　新春対談会テ－マ これからの明海
大学を語る

明海大学の新し
い歩み

選ばれる大学を
目指して

明 海 大 学 の 部 活
動 を 活 発 に す る
には

明海大学のサ－
クル・部活動を
活発に

各学部の現状と今
後の展望を語る

浦安キャンパス
の現状と今後を
語る

気になる就職、
大 学 支 援 に つ
いて

体 育 会 の 現 状
と 今 後 の 展 望
を語る

明海大学縁の下の
力持ち　学友会活
動から見えてくる
明海大学の「今」

社会変化に応え
られる大学をめ
ざして－明海大
学の新しい歩み

過去、現在を踏
ま え た 明 海 大
学の未来とは

子どもを親と大学
が共同で支える－
就活最前線－

学 生 にとって、
さらに魅力ある
学科にするため
の取り組みとは

体 育 会 の 現 状
と今後の展望

教育後援会奨学金 89 人 68 人 39 人 31 人 22 人 24 人 24 人 17 人 7 人 7 人 5 人 6 人 5 人 0 人 0 人
借上ベイグランデ・住宅相談・紹介 借上げ集合住宅契約期間満了 － － － － － － － － － － － － － － －
卒業記念品贈呈 オリジナル腕時計 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 － － －
卒業アルバム購入・贈呈 贈呈 〃 〃 贈呈動画 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

国内外の大学施設等視察

－ アメリカ － イギリス － オーストラリア － － 台湾 － － － － － － －
立命館アジア太

平洋大学視察
（12 名参加）

－ 金沢工業大学視
察（10 名参加） － 中京大学視察

（11 名参加） － 東洋大学 
（15 名参加） － － 大正大学 

（18 名参加）
朝日大学 

（13 名参加）
東北学院 

（12 名参加）
神田外語大学 
（14 名参加） － － －

教育後援会ホームページ 後援会ＨＰ開設 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
学生表彰式（表彰者数） 学生表彰式開催（24 名） 〃（35 名） 〃（25 名） 〃（28 名） 〃（28 名） 〃（25 名） 〃（20 名） 〃（23名・2 団体） 〃（32 名） 〃（32 名） 〃（39名・2 団体）〃（25名・2 団体）〃（38名・3 団体）〃（31名・４団体）〃（37名・１団体）

学
生
の
主
体
的
諸
活
動
支
援

課外活動団体数 78 79 75 62 62 62 60 62 58 53 59 54 54 60 46
白亜祭・学園祭・明海祭 〃 16 回 〃 17 回 〃 18 回 〃 19 回 〃 20 回 〃 21 回 〃 22 回 〃 23 回 〃 24 回 〃 25 回 〃 26 回 〃 27 回 〃 28 回 〃 29 回 〃 30 回

サマ－セッション ･ サマーキャンプ サマーキャンプ
群馬県水上市

〃
栃木県日光市

〃
静岡県下田市

〃
群馬県水上市

〃
栃木県日光市

〃
栃木県日光市

〃
栃木県日光市

〃
群馬県安中市

〃
群馬県利根郡

〃
群馬県利根郡

〃
千葉県鴨川市

〃
千葉県鴨川市

〃
群馬県みなかみ町

〃
千葉県鴨川市

〃
山梨県笛吹市

新入生歓迎会 昼食（サンド
イッチ・お茶） 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

契約厚生施設利用者数 987 1,076 551 405 460 500 800 780 731 742 655 503 444 448 402
契約厚生施設視察  つま恋 生命の森リゾート アルパイン 生命の森リゾート   アルパイン 生命の森リゾート 勝浦コテージ アルパイン 生命の森リゾート 勝浦コテージ ホテル東天光 アルパイン 生命の森リゾート ヤマハリゾートつま恋 ホテル東天光
スキー・スノーキャンプ開催 第 10 回記念 第 11 回 第 12 回 第 13 回 第 14 回 第 15 回 － － － － － － － － － －
謝恩会・卒業パーティ－ 卒業パーティー 1000 名 〃 1000 名 〃 1000 名 〃 〃 〃 800 名 850 名  －＊ 850 名 850 名 600 名 650 名 600 名 500 名 400 名

大
学
事
業
へ
の
支
援

長短期学生海外留学研修派遣総数 261 人 313 人 306 人 271 人 271 人 99 人 161 人 97 人 157 人 151 人 161 人 84 人 74 人 68 人 38 人
就職対策（就職率） 79.3% 81.8% 91.2% 87.5% 90.2% 89.3% 78.4% 80.1% 77.6% 81.8% 83.8% 87.2% 90.9% 94.4% 95.8％
少人数教育援助 クラス数 61 72 37 59 74 46 69 57 67 76 72 64 68 43 23
課外活動指導者援助数 9 名 4 名 9 名 ８名 ７名 14 名 26 23 14 18 15 13 13 9 ７
体育会活動部数 － － － 体育会３（発足） ３ ３ ３ ３ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ５
ピアサポートセミナー会場・参加人数 森林公園 25 名 鬼怒川　28 名 塩原　33 名 箱根　31 名 勝浦　10 名 勝浦　13 名 勝浦 31 名 勝浦 27 名 勝浦 18 名 勝浦 23 名 勝浦 24 名 － 勝浦 23 名 － －

施設・備品等の寄贈 学食ショーケース
得点版、マット

ゴ－ルネット
スクラムマシン

救急担架
ヨット部品 講演台 学食

ＴＶ・ＤＶＤ
野外ステージ
ジャカランダ

グランドピアノ、椅子、
インシュレーター、除
湿器、ピアノ運搬台

学生食堂に大型テレ
ビ、ジャズオーケス
トラ部へスピーカー

学生ホール改修
に係わる費用の
一部を援助

学生ホール改修
に係わる費用の
一部を援助

教育後援会　トピックス 同窓会・後援会
懇談会

同窓会 15 周年記
念式典・祝賀パー
ティー 11/3

同窓会・後援会
懇談会 3/8

教育後援会創立
20 周年記念祝賀
会 5/31

同 窓 会・ 後 援
会懇談会 3/7

同 窓 会 25 周 年
記念式典・祝賀
パーティー 7/23

教育後援会創
立 30 周 年 記
念祝賀会 6/2

キ
ャ
ン
パ
ス

設置・設備等
ホスピタリティ･
ツ－リズム学部設
置、PDI 浦安開設

グラウンド人工芝、
グラウンド整備、
勝浦セミナーハウス

テニスコ－ト
バスケコ－ト

校舎整備
校庭整備

ホスピタリティ・
ツーリズム総合
研究所を設置

複言語・複文化教育セ
ンターを設置、図書館に
ラーニングコモンズ設置

教 職 課 程 セ ン
ターを設置

エ ム ペ ッ ク を
設置

メッツコモンズ
を設置

入学生数（留学生数） 1,566 名（714） 1,398 名（733） 1,344 名（738） 1,276 名（668） 1,293 名（617） 1,273 名（163） 1,262 名（159）1,251 名（184）1,213 名（232）1,086 名（230）1,079 名（149）898 名（155） 871 名（128） 750 名（145） 806 名（127）1,013 名（177）
学位記授与式 第 13 期生 第 14 期生 第 15 期生 第 16 期生 第 17 期生 第 18 期生 第 19 期生 第 20 期生 第 21 期生 第 22 期生 第 23 期生 第 24 期生 第 25 期生 第 26 期生 第 27 期生
卒業生 1,360 名 1,335 名 1,343 名 1,293 名 1,203 名 1,045 名 1,029 名 1,060 名 966 名 901 名 930 名 918 名 849 名 858 名 678 名



事
業
の
変
遷
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　　　　　　　　　　　　　　　年度
事業

2003 年 2004 年 2005 年 2006 年 2007 年 2008 年 2009 年 2010 年 2011 年 2012 年 2013 年 2014 年 2015 年 2016 年 2017 年 2018 年
平成 15 年 平成 16 年 平成 17 年 平成 18 年 平成 19 年 平成 20 年 平成 21 年 平成 22 年 平成 23 年 平成 24 年 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年

教育後援会　事務長 福山武夫 〃 〃 〃 〃 〃 吉田　直孝 〃 〃 〃 秋山　敏夫 〃 〃 〃 〃 桐原公夫

教
育
後
援
会
の
主
体
的
事
業

評議員会 第 11 回 第 12 回 第 13 回 第 14 回 第 15 回 第 16 回 第 17 回 第 18 回 第 19 回 第 20 回 第 21 回 第 22 回 第 23 回 第 24 回 第 25 回
役員会 ６回 〃 〃 〃 〃 5 回 6 回 〃 〃 〃 〃 〃 5 回 〃

地
区
教
育
懇
談
会

関東地区（２・４年次） 浦安市（150 名）浦安市（169 名）浦安市（182 名）浦安市（111 名）浦安市（157 名）浦安市（129 名） 82 90 103 131 157 187 133 180 156
北海道地区 － － － － － － － 11 6 6 5 9 8 12 7
東北Ｂ地区 福島市（39 名）福島市（37 名）福島市（30 名）福島市（26 名）福島市（38 名）福島市（25 名） 31 31 33 28 30 25 37 25 23
北陸地区 新潟市（37 名）新潟市（29 名）新潟市（40 名）新潟市（20 名）新潟市（17 名）新潟市（20 名） 28 32 27 21 20 28 27 26 40
東北Ａ地区 盛岡市（21 名）盛岡市（23 名）盛岡市（26 名）盛岡市（18 名）盛岡市（28 名）盛岡市（30 名） 27 36 20 24 29 15 24 20 18
信州地区 － － － － 長野市（17 名）松本市（13 名） 22 21 7 14 14 13 12 11 12
東海地区 静岡市（27 名）静岡市（26 名）静岡市（25 名）静岡市（18 名）静岡市（31 名）静岡市（24 名） 28 23 25 20 28 24 29 25 28
近畿・北陸地区 － － － － － － － － 9 9 17 19 18 21 11
九州地区 － － － 福岡市（27 名）福岡市（22 名）福岡市（17 名） 18 17 19 19 17 20 19 21 17
中国・四国地区 － － － － － －        - 10 10 7 9 9 8 5 13
沖縄地区 － － － － － －        -        - 11 11 12 4 6 9 10
関東地区（１・３年次） － － － － － －        -        -        -        - 196 153 184 196 204

就職対策懇談会 初開催（130 名）浦安市（191 名）浦安市（201 名）浦安市（188 名）浦安市（183 名）浦安市（222 名） 浦安市（367 名）浦安市（282 名）浦安市（241 名）浦安市（252 名）浦安市（295 名）浦安市（206 名）浦安市（277 名）浦安市（241 名）浦安市（202 名）浦安市（　名）
広
報
紙
発
刊

　後援会だより・「潮風」 20 号・21 号 22 号・23 号 24 号・25 号 26 号・27 号 28 号・29 号 30 号・31 号 32 号・33 号 34 号・35 号 36 号・37 号 38 号・39 号 40 号・41 号 42 号・43 号 44 号・45 号 46 号・47 号 48 号・49 号

　新春対談会テ－マ これからの明海
大学を語る

明海大学の新し
い歩み

選ばれる大学を
目指して

明 海 大 学 の 部 活
動 を 活 発 に す る
には

明海大学のサ－
クル・部活動を
活発に

各学部の現状と今
後の展望を語る

浦安キャンパス
の現状と今後を
語る

気になる就職、
大 学 支 援 に つ
いて

体 育 会 の 現 状
と 今 後 の 展 望
を語る

明海大学縁の下の
力持ち　学友会活
動から見えてくる
明海大学の「今」

社会変化に応え
られる大学をめ
ざして－明海大
学の新しい歩み

過去、現在を踏
ま え た 明 海 大
学の未来とは

子どもを親と大学
が共同で支える－
就活最前線－

学 生 にとって、
さらに魅力ある
学科にするため
の取り組みとは

体 育 会 の 現 状
と今後の展望

教育後援会奨学金 89 人 68 人 39 人 31 人 22 人 24 人 24 人 17 人 7 人 7 人 5 人 6 人 5 人 0 人 0 人
借上ベイグランデ・住宅相談・紹介 借上げ集合住宅契約期間満了 － － － － － － － － － － － － － － －
卒業記念品贈呈 オリジナル腕時計 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 － － －
卒業アルバム購入・贈呈 贈呈 〃 〃 贈呈動画 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

国内外の大学施設等視察

－ アメリカ － イギリス － オーストラリア － － 台湾 － － － － － － －
立命館アジア太

平洋大学視察
（12 名参加）

－ 金沢工業大学視
察（10 名参加） － 中京大学視察

（11 名参加） － 東洋大学 
（15 名参加） － － 大正大学 

（18 名参加）
朝日大学 

（13 名参加）
東北学院 

（12 名参加）
神田外語大学 
（14 名参加） － － －

教育後援会ホームページ 後援会ＨＰ開設 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃
学生表彰式（表彰者数） 学生表彰式開催（24 名） 〃（35 名） 〃（25 名） 〃（28 名） 〃（28 名） 〃（25 名） 〃（20 名） 〃（23名・2 団体） 〃（32 名） 〃（32 名） 〃（39名・2 団体）〃（25名・2 団体）〃（38名・3 団体）〃（31名・４団体）〃（37名・１団体）

学
生
の
主
体
的
諸
活
動
支
援

課外活動団体数 78 79 75 62 62 62 60 62 58 53 59 54 54 60 46
白亜祭・学園祭・明海祭 〃 16 回 〃 17 回 〃 18 回 〃 19 回 〃 20 回 〃 21 回 〃 22 回 〃 23 回 〃 24 回 〃 25 回 〃 26 回 〃 27 回 〃 28 回 〃 29 回 〃 30 回

サマ－セッション ･ サマーキャンプ サマーキャンプ
群馬県水上市

〃
栃木県日光市

〃
静岡県下田市

〃
群馬県水上市

〃
栃木県日光市

〃
栃木県日光市

〃
栃木県日光市

〃
群馬県安中市

〃
群馬県利根郡

〃
群馬県利根郡

〃
千葉県鴨川市

〃
千葉県鴨川市

〃
群馬県みなかみ町

〃
千葉県鴨川市

〃
山梨県笛吹市

新入生歓迎会 昼食（サンド
イッチ・お茶） 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

契約厚生施設利用者数 987 1,076 551 405 460 500 800 780 731 742 655 503 444 448 402
契約厚生施設視察  つま恋 生命の森リゾート アルパイン 生命の森リゾート   アルパイン 生命の森リゾート 勝浦コテージ アルパイン 生命の森リゾート 勝浦コテージ ホテル東天光 アルパイン 生命の森リゾート ヤマハリゾートつま恋 ホテル東天光
スキー・スノーキャンプ開催 第 10 回記念 第 11 回 第 12 回 第 13 回 第 14 回 第 15 回 － － － － － － － － － －
謝恩会・卒業パーティ－ 卒業パーティー 1000 名 〃 1000 名 〃 1000 名 〃 〃 〃 800 名 850 名  －＊ 850 名 850 名 600 名 650 名 600 名 500 名 400 名

大
学
事
業
へ
の
支
援

長短期学生海外留学研修派遣総数 261 人 313 人 306 人 271 人 271 人 99 人 161 人 97 人 157 人 151 人 161 人 84 人 74 人 68 人 38 人
就職対策（就職率） 79.3% 81.8% 91.2% 87.5% 90.2% 89.3% 78.4% 80.1% 77.6% 81.8% 83.8% 87.2% 90.9% 94.4% 95.8％
少人数教育援助 クラス数 61 72 37 59 74 46 69 57 67 76 72 64 68 43 23
課外活動指導者援助数 9 名 4 名 9 名 ８名 ７名 14 名 26 23 14 18 15 13 13 9 ７
体育会活動部数 － － － 体育会３（発足） ３ ３ ３ ３ ３ ４ ４ ４ ４ ４ ５
ピアサポートセミナー会場・参加人数 森林公園 25 名 鬼怒川　28 名 塩原　33 名 箱根　31 名 勝浦　10 名 勝浦　13 名 勝浦 31 名 勝浦 27 名 勝浦 18 名 勝浦 23 名 勝浦 24 名 － 勝浦 23 名 － －

施設・備品等の寄贈 学食ショーケース
得点版、マット

ゴ－ルネット
スクラムマシン

救急担架
ヨット部品 講演台 学食

ＴＶ・ＤＶＤ
野外ステージ
ジャカランダ

グランドピアノ、椅子、
インシュレーター、除
湿器、ピアノ運搬台

学生食堂に大型テレ
ビ、ジャズオーケス
トラ部へスピーカー

学生ホール改修
に係わる費用の
一部を援助

学生ホール改修
に係わる費用の
一部を援助

教育後援会　トピックス 同窓会・後援会
懇談会

同窓会 15 周年記
念式典・祝賀パー
ティー 11/3

同窓会・後援会
懇談会 3/8

教育後援会創立
20 周年記念祝賀
会 5/31

同 窓 会・ 後 援
会懇談会 3/7

同 窓 会 25 周 年
記念式典・祝賀
パーティー 7/23

教育後援会創
立 30 周 年 記
念祝賀会 6/2

キ
ャ
ン
パ
ス

設置・設備等
ホスピタリティ･
ツ－リズム学部設
置、PDI 浦安開設

グラウンド人工芝、
グラウンド整備、
勝浦セミナーハウス

テニスコ－ト
バスケコ－ト

校舎整備
校庭整備

ホスピタリティ・
ツーリズム総合
研究所を設置

複言語・複文化教育セ
ンターを設置、図書館に
ラーニングコモンズ設置

教 職 課 程 セ ン
ターを設置

エ ム ペ ッ ク を
設置

メッツコモンズ
を設置

入学生数（留学生数） 1,566 名（714） 1,398 名（733） 1,344 名（738） 1,276 名（668） 1,293 名（617） 1,273 名（163） 1,262 名（159）1,251 名（184）1,213 名（232）1,086 名（230）1,079 名（149）898 名（155） 871 名（128） 750 名（145） 806 名（127）1,013 名（177）
学位記授与式 第 13 期生 第 14 期生 第 15 期生 第 16 期生 第 17 期生 第 18 期生 第 19 期生 第 20 期生 第 21 期生 第 22 期生 第 23 期生 第 24 期生 第 25 期生 第 26 期生 第 27 期生
卒業生 1,360 名 1,335 名 1,343 名 1,293 名 1,203 名 1,045 名 1,029 名 1,060 名 966 名 901 名 930 名 918 名 849 名 858 名 678 名

※ 2010 年度は東日本大震災のため卒業パーティーは中止
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これまでも、これからも

大学と学生への
支援を続けます

教育後援会 寄贈品ピックアップ

教育後援会では、大学の環境整備や学生生活の充
実に向けた支援として、これまで様々な施設や備
品を寄贈してきました。その一部を紹介します。

20 周年記念事業の
記念品として造設。
明海祭では、ダンス
や演奏を披露するな
ど学生たちの課外活
動の発表の場となっ
ている。

日本の桐の花に似ているこ
とから、別名「キリモドキ」
といわれているジャカラン
ダ。地域の人も楽しみにし
ており、開花の時期（６月
ごろ）に大学に問い合わせ
がくることもあるという。

「今日は何にしようかな」と
あれこれ悩む時間が、学食を
よりおいしいものに…。

カフェのようなスペースは、休憩時間などに学
生たちでにぎわう。カウンター席とパーテー
ションで仕切ら
れたテーブル席
がある。プラグ
やWi-Fi も整っ
ているからタブ
レットやスマホ
の利用に最適。

▲
◀
ノ
ー
ス
学
生
ホ
ー
ル

※費用の一部を援助

学
生
食
堂
「
マ
リ
ー
ン
ズ
」

に
大
型
テ
レ
ビ
３
台
を
寄

贈
。
学
生
の
休
息
時
間
に
彩

を
添
え
て
い
る
。

緑
の
多
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に

マ
ッ
チ
す
る
木
製
の
ベ
ン

チ
と
テ
ー
ブ
ル
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
時
、
休

憩
場
所
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
た
り
、

荷
物
置
き
場
に
な
っ
た
り

と
大
活
躍
。

屋外ステージ（2008年）

学生ホール改修（2012・2013年）

学生食堂の大型テレビ（2010年）

木製ベンチ＆テーブル（2001・2002年）

バーコーダーベンチ（1998年）

ジャカランダ
（2008 年）

学食ショーケース
　　　　（2003年）
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1988（S63）年度 1989（H1）年度 1990（H2）年度 1991（H3）年度 1992（H4）年度 1993（H5）年度
理事長 宮田慶三郎 〃 〃 〃 〃 〃
学長 多和　敏一 〃 〃 〃 〃 〃
会長 初代会長　岡本 長吉 2代会長　安宅 武男 3代会長　黒田　 学

役員 池下　　龍 小椋　祐二 三原　憲三
小島　照信 北澤　章男 藤森　　明
大村　知義 久保田勝康 高梨　光枝
田上　澄子 鳴嶋　幸次 武林　信男

1999（H11）年度 2000（H12）年度 2001（H13）年度 2002（H14）年度 2003（H15）年度
理事長 〃 〃 〃 〃 〃
学長 髙倉　　翔 〃 〃 〃 〃
会長 7代会長　山岡 達哉 8代会長　稲葉 光治 9代会長　中田 俊一 10代会長　山内 　薫 11代会長　大塚 博行

役員 金子　秀行 木村　俊雄 佐藤　　啓 矢野日出子 溝口　正孝
松井　恵子 泉沢千代子 酒井　正幸 仲田建治郎 石井　満枝
芝野日出男 峯村　庸子 倉持　恒雄 吾郷真知子 田中　治江
佐藤　一生 大塚久美子 長谷川洋子 大石　澄子 笠井　俊秀

2009（H21）年度 2010（H22）年度 2011（H23）年度 2012（H24）年度 2013（H25）年度
理事長 〃 〃 〃 〃 〃
学長 〃 〃 〃 〃 〃
会長 17代会長　釘﨑 　徹 18代会長　印南 彰雄 19代会長　永井 　通 20代会長　藤井 慶三 21代会長　松田 清志

役員 谷口　恵子 冨田　美江 戸澤　五月 大塚　政子 本多　敏子
木村　周一 梅澤　澄江 金本　正和 滝口　一美 庄司　洋子
栗本　真弓 秋元　茂樹 吉澤真貴子 熊澤　康弘 星　　徳子
三浦斗紀子 宮本　知子 上村　美穂 林田　裕子 山田　慶子

※役員は4年次在籍者のみ
※敬称略●歴代役員・現役役員
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1994（H6）年度 1995（H7）年度 1996（H8）年度 1997（H9）年度 1998（H10）年度
〃 〃 宮田　　侑 〃 〃

大東百合子 〃 〃 〃 〃
4代会長　白石 雅章 5代会長　丹下 　剛 6代会長　加藤 想士

石井　紀男 野田　雅子 大竹キヌ子 小林由美子 新井　敏男
松信　　尭 原　　幸子 内藤　征男 鈴木　久子 神嶋　　博
五十嵐　蔵 柳田　雅子 川口　一郎 山田由美子 若山　照夫
柳下　典世 中島　嶺子 小畑美恵子 軽部　節子 清藤　信雄

秦　　誠三

2004（H16）年度 2005（H17）年度 2006（H18）年度 2007（H19）年度 2008（H20）年度
〃 〃 〃 〃 〃
〃 〃 〃 〃 安井　利一

12代会長　横濱 孝雄 13代会長　鈴木 陽夫 14代会長　篠原 康光 15代会長　谷　 昭夫 16代会長　仲村　 務

奥山　藤雄 宇田川芳子 服部　重明 東原　和男 藤井　辰巳
伊藤　恵子 佐々木　守 阿部美佐子 荻野　優子 岡澤　崇行
加藤真知子 醍醐紀美子 高崎真理子 和泉　全子 近藤　弘子
岡崎　征朗 横山　容子 綿屋美知世 冨永マスエ

2014（H26）年度 2015（H27）年度 2016（H28）年度 2017（H29）年度 2018（H30）年度
宮田　　淳 〃 〃 〃 〃
〃 〃 〃 〃 〃

22代会長　塩谷　 毅 23代会長　久村　 充 24代会長　佐藤 恒久 25代会長　栗本 真弓 現会長　戸澤 五月

小林あゆみ 堀籠　祥子 平尾　　修 本多　輝明 渡邉　　香
久家　和江 赤穂依鈴子 原田さゆり 鈴木千代子 嵯峨　邦江
清水　俊行 大塚　広美 浅古　直美 山岡　麻子 山田　文代
降幡　光穂 瀧本みゆき 村田　由実 樋口　節子
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　30周年記念事業は、2017年度の教育後援会役員が実行委員
となり、栗本実行委員長を軸に準備してきました。記念品・記
念誌・祝賀会の３つの部会に分かれて任務を遂行。教育後援会
の 30周年を祝いつつ、これまでご支援・ご協力してくださっ
た方への感謝の気持ちを伝え、また、さらなる発展へ向け新た
な一歩を踏み出したいとの思いで活動してきました。
　記念事業に携わった各部会より、活動のご報告をさせていた
だきます。

記念事業を振り返って
　私は、20周年記念
事業に携わらせていた
だいたこともあり、今
回の事業にあまり「未
知の不安」を抱くこと
なく幸いでした。
　各部会の方々には、
大変よく活動していた
だきました。従来の役
員会および業務のほかにこの記念事業の活
動が重なり、時間的にもいろいろと負担が
あったと思いますが、役員の皆さんと顔を
合わせる機会が多かった分、いつになくコ
ミュニケーションが図れたように思います。
　また、教育後援会事務局と大学職員の
方々の力なくしてはこの事業は円滑に進ん
でいなかったと思います。あらためて30
周年記念事業に携わっていただいた皆様に
感謝いたします。 　　実行委員長　栗本真弓

30周年記念事業
実行委員会活動報告

＜メンバー＞
福田清一、山岡麻子、樋口節子（撮影時不在）、
嵯峨邦江、山本和枝、山本正美
＜事業内容＞
・記念品選定、準備、手配
　（感謝状、置時計、風呂敷、洋菓子）

　最初は、なかなか良
いものが思い浮かばず、
次回の会議までの宿題
にすると、素晴らしい
記念品がいろいろ出て
きて、今度は選ぶのに
苦労しました。実用的
でもらってうれしい商
品は、どれなのか？ど
のデザインが良いかを記念品部会全員で検討しました。
　風呂敷を選んだときは、デザインだけで20種類以上あり、
ロゴマークも何種類か候補がありました。色、形、バランス
などいろいろな組み合わせをして全員が笑顔で意見を出し合
い、とても楽しく会議をしていました。「お菓子もあった方
がいいね」という意見からお菓子選びが始まりました。しか
し、予算を超えてしまい少し焦りましたが、予算が通り、思
い通りの記念品（手土産）を用意でき、全員が達成感を感じ
られました。

＜メンバー＞　本多輝明、渡邊香、今野正弘、
　　　　　　　小笠原操、菅原朋子
＜事業内容＞　・祝賀会会場の選定～見積もり～確定
　　　　　　　・祝賀会（式典）の規模、内容の検討
　　　　　　　・祝賀会当日の受付

　祝賀会開催の1年少し前から会場の選
定を開始しました。日程は教育後援会評
議委員会の開催日とされておりましたの
で、選定の基準としては祝賀会の規模感
と、アクセス面を第一として検討に入り
ました。ここ近年、新浦安周辺には新し
いホテルが次々と開業する予定がありま
したが、30周年の祝賀会式典にふさわしい雰囲気と料理などを網羅でき、か
つ予算面に合致するかを総合的に勘案して選定を行いました。
　祝賀会の内容につきましては、あまりかしこまった内容に偏らないよう、華
やかさを醸し出すことも大きな要素と考え、20周年記念式典時にはなかった
演出として、教育後援会がその活動を支援してきたジャズオーケストラ部を招
聘し、楽しく華やかな雰囲気の提供を目指しました。
　祝賀会の日程が近づくに連れ、最終調整が完了するのか若干の不安もありま
すが、当日にはご来賓の皆様の受付も担当しておりますので、最後まで気を抜
かず、メンバー一丸となって頑張りたいと思います。

＜メンバー＞
戸澤五月、鈴木千代子、村田由実、
山田文代、高橋直美、坂本朋恵、
出口ゆり
＜事業内容＞
・30周年記念誌の企画・編集・発行

　編集会議には、栗本
真弓実行委員長、秋山
敏夫事務長、記念誌作
成でお世話になる明光
企画のお二方も参加し
てくださいました。
　私たちが最初に行っ
たのは、20 周年記念
誌を読み、どんな内容
が掲載されているかを確認し、その流れを壊すことなく引き
継ぎ、さらに新しい記事の企画を考察しました。
　通常の30周年記念誌実行委員会の６回では編集会議の時
間が足りず、２倍以上の編集会議を重ねるうちに内容も深ま
り、またメンバーの絆も深まったのは、言うまでもありません。
　少しずつ私たちの企画した記念誌が形となって出来上がる
のを見たときは、皆とてもうれしく、充実した達成感で胸が
いっぱいになりました。

記念品

祝賀会

記念誌
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編集後記

　明海大学浦安キャンパス教育後援
会創立 30 周年を迎えるにあたり、
2017 年６月から、30 周年記念実行
委員会が発足し、記念誌部会として、
30周年記念誌作成の準備が始まりま
した。30 周年記念誌は、20 周年記
念誌の流れを引き継ぐ形で、内容を
構成していく方針に決定しました。
　30周年記念座談会で、話が 20周年のときに植樹したジャカランダの木に到ったとき、将
来ジャカランダの木が大きく育ち、花もたくさん咲くようになれば、きっと地域の人々の憩い
の場になるのではないか、という教育後援会役員の方々の熱い思いが込められていることを知
りました。今回の座談会をメインに、20周年記念誌に掲載された座談会部分も抜粋で盛り込
みました。
　明海大学に関する保護者アンケートは、20周年記念誌に掲載された回答と比較検討もでき
るように、時代に即した文言で同じ内容の質問にしました。
　30周年記念誌のための新しい企画は、明海大学のさらなる魅力を発掘し、それを広く世間
にアピールするべく、複数のお子さまを明海大学に通わせた保護者に、お話を伺うことでした。
なんと、３人のご兄弟が皆同じ学科という方と、学部学科がそれぞれ異なるご姉弟２人を通わ
せた方にお話を伺うことができました。複数のお子さまを明海大学に通わせた保護者は、まだ
まだいらっしゃるようですし、聞くところによると、４人のお子さまを明海大学に通わせた方
もいらっしゃるとか……。
　明海大学の魅力が、世間一般にもっと広がり浸透していくことを願っています。
　この記念誌を作成する上で、記念誌部会の役員の皆さま、宮田理事長・安井学長はじめ大学
関係の皆さま、明光企画の中村様、山口様、惜しみないご指導とご協力ありがとうございまし
た。心より感謝いたします。	 （文責・戸澤五月）

編集会議の様子
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